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第１章 総則 
 

１ 目的 

この要領は、建設現場の生産性向上を目的に、東京都建設局が発注する土木工事におい

て、ＩＣＴを活用していくために必要な事項を定めたものである。 

 

２ 概要 

ＩＣＴ活用工事は、「３次元起工測量」、「３次元測量設計データ作成」、「ＩＣＴ建機に

よる施工」、「３次元出来形管理等の施工管理」、「３次元データの納品」の各段階でＩＣＴ

施工技術を活用する工事である。 

 

［参考：ＩＣＴ技術の全面的な活用（土工）の概要 ］ 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：国交省ホームページ 

 

３ 対象 

次の（１）～（６）フロー図に示す「対象工事」、「施工規模」等から、当該工事がＩ 

ＣＴ活用工事に該当するか判断し、対象となる場合は、「発注者指定型」、「受注者希望型」 

を選択して工事を発注する。 

なお、発注に向けた積算、設計図書への明記方法等については、各章を参照すること。 

関東地方整備局
ICTの全面的な活用（ICT土工）
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設計図に合わ
せ丁張り設置

検測と施工を繰
り返して整形

丁張りに合わせ
て施工

④検査の省力化①ドローン等による３次元測量

ドローン等による写真測量等によ り
、短時間で面的（高密度）な３次 元
測量を実施。

②３次元測量データによる
設計・施工計画

３次元測量データ
（現況地形）と設計図
面との差分から、施 工
量（切り土、盛り土 量）
を自動算出。

③ICT建設機械による
施工

３次元設計データ等により、
ICT建設機械を自動制御し、
建設現場のIoT（※）を実施。

ドローン等による３次元測 量
を活用した検査等によ り、出
来形の書類が不要と なり、
検査項目が半減。

測量
設計・
施工計画

検査従来方法
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平面図 縦断図

横断図
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④

※IoT（Internet of Things）とは、様々なモノにセン

サーなどが付され、ネットワークにつながる状態
のこと。

３次元設計データ等
を通信

これまでの情報化施工
の部分的試行

・重機の日当たり
施工量約1.5倍
・作業員 約1/3

３次元 デ
ータ作成

２次元 デ
ータ作成

書類による検査
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（１）ＩＣＴ活用工事（土工） 

 

 

※ＩＣＴ土工の関連施工工種 

 

 

 

対象工種：河川土工、海岸土工、砂防土工※２（掘削工（河床等掘削を含む）、盛土工、法面整形工）
道路土工（掘削工、路体盛土工、路床盛土工、法面整形工）

適用対象外：従来施工において、土木の土木工事施工管理基準（出来形管理基準及び規格値）を適用しない工事

適用工事 ：土工（対象工種）を含む「土木工事」

「ICT活用工事」

① ３次元起工測量

② ３次元設計データ作成

③ ICT建設機械による施工

④ ３次元出来形管理等の施工管理

⑤ ３次元データの納品

※２ 砂防工事など施工現場の環境条件に

より、③ ICT建設機械による施工が

困難となる場合は、従来型建設機械

による施工を実施してもICT活用工事

とする。

入札公告時に

「ICT活用工事（土工）」に設定

※１ 土工数量 500㎥以上

No

Yes

【 発 注 者 指 定 型 】
①～⑤を全面活用した場合

（１）工事成績で加点評価する
（２）必要経費は当初設計で計上

③の実施が
可能な環境

【 受 注 者 希 望 型 】

No

Yes土工数量
10,000㎥
以上

※１ 土工数量500㎥未満等、ICT活用工事に設定されていなくても施行可（受注者希望型に準じる）。

《①～⑤を全面または複数活用
した場合》

（１）工事成績で加点評価する
（２）必要経費は設計変更で計上

《①～⑤のうち一段階のみ活用
した場合》

（１）工事成績の加点対象としない
（２）ICT活用部分のみ設計変更で計上

《受注者から希望が無かった場合》

（１）工事成績の加点対象としない
（２）費用は計上しない

「ICT活用工事」

① ３次元起工測量

② ３次元設計データ作成

③ 該当なし

④ ３次元出来形管理等の施工管理

⑤ ３次元データの納品

ICT土工

【発注者指定型】

【受注者希望型】

契約後協議

ICT付帯構造物設置工

（１）工事成績の
加点対象としない

（２）ICT活用部分のみ
設計変更で計上

ICT作業土工（床掘）

「ICT活用工事」

① ３次元起工測量

② ３次元設計データ作成

③ ICT建設機械による施工

④ 該当なし

⑤ ３次元データの納品（①と②を対象）

※ICT土工の関連施工
工種として実施するた
め、工事成績の加点対
象とはしない。

下記の工種は、ICT土工の関連施工工種として実施するものとする。

受注者は、ICT付帯構造物設置工等にICT活用施工を行う希望がある場合は、契約後施工計画書の提出ま
でに発注者へ協議を行い、協議が整った場合にICT活用施工を行うことが出来る。
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（２）ＩＣＴ活用工事（舗装工） 

 

 

※ＩＣＴ舗装工の関連施工工種 

 

適用工事 ：舗装工（対象工種）を含む「土木工事」

入札公告時に

「ICT活用工事（舗装工）」に設定

※ 路盤工面積1,000㎡以上

No

Yes

【 発 注 者 指 定 型 】
①～⑤を全面活用した場合

（１）工事成績で加点評価する
（２）必要経費は当初設計で計上

③の実施が
可能な環境

【 受 注 者 希 望 型 】

No

Yes

《①～⑤を全面または複数活用
した場合》

（１）工事成績で加点評価する
（２）必要経費は設計変更で計上

《①～⑤のうち一段階のみ活用
した場合》

（１）工事成績の加点対象としない
（２）ICT活用部分のみ設計変更で計上

路盤工
10,000㎡
以上

「ICT活用工事」

① ３次元起工測量

② ３次元設計データ作成

③ ICT建設機械による施工

④ ３次元出来形管理等の施工管理

⑤ ３次元データの納品

※３次元測量データを貸与した場合は

①は省略することができる。

対象工種：アスファルト舗装工、半たわみ性舗装工、排水性舗装工、透水性舗装工、グースアスファルト舗装工、
コンクリート舗装工

適用対象外：従来施工において、土木の土木工事施工管理基準（出来形管理基準及び規格値）を適用しない工事

※ 路盤工面積1,000㎡未満等、ICT活用工事に設定されていなくても施行可（受注者希望型に準じる）。

《受注者から希望が無かった場合》

（１）工事成績の加点対象としない
（２）費用は計上しない

「ICT活用工事」

① ３次元起工測量

② ３次元設計データ作成

③ 該当なし

④ ３次元出来形管理等の施工管理

⑤ ３次元データの納品

ICT舗装工

【発注者指定型】

【受注者希望型】

契約後協議

ICT付帯構造物設置工

（１）工事成績の
加点対象としない

（２）ICT活用部分のみ
設計変更で計上

※ICT舗装工の関連施工
工種として実施するた
め、工事成績の加点対
象とはしない。

下記の工種は、ICT舗装工の関連施工工種として実施するものとする。

受注者は、ICT付帯構造物設置工にICT活用施工を行う希望がある場合は、契約後施工計画書の提出まで
に発注者へ協議を行い、協議が整った場合にICT活用施工を行うことが出来る。
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（３）ＩＣＴ活用工事（河川浚渫） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）ＩＣＴ活用工事（地盤改良工） 

 

対象工種：河川土工及び海岸土工の路床安定処理工、表層安定処理、固結工（中層混合処理）、固結工（スラリー撹拌工）
道路土工の路床安定処理工、固結工（中層混合処理）、固結工（スラリー撹拌工）

適用対象外：従来施工において、土木工事施工管理基準（出来形管理基準及び規格値）を適用しない工事

適用工事 ： 地盤改良工（対象工種）を含む「土木工事」

「ICT活用工事」

建設生産プロセスの各段階において

ICT施工技術を活用する工事

① ３次元起工測量

② ３次元設計データ作成

③ ICT建機による施工

④ ３次元出来形管理等の施工管理

⑤ ３次元データの納品

※３次元測量データを貸与した場合は

①は省略することができる。

入札公告時に

「ICT活用工事（地盤改良工）」に設定

※ 施工量に関係なく、地盤

改良工がある工事

【 受 注 者 希 望 型 】

《①～⑤を全面または複数活用
した場合》

（１）工事成績で加点評価する
（２）必要経費は設計変更で計上

《①～⑤のうち一段階のみ活用
した場合》

（１）工事成績の加点対象としない
（２）ICT活用部分のみ設計変更で計上

※ 地盤改良工以外のICT活用工事においても契約後に施工可。
※ ICT活用工事に設定されていなくても施工可（受注者希望型に準じる）。

《受注者から希望が無かった場合》

（１）工事成績の加点対象としない
（２）費用は計上しない

適用工事 ： 浚渫工（対象工種）を含む「土木工事」

「ICT活用工事」

建設生産プロセスの各段階において

ICT施工技術を活用する工事

① ３次元起工測量

② ３次元設計データ作成

③ ICT建機による施工

④ ３次元出来形管理等の施工管理

⑤ ３次元データの納品

※３次元測量データを貸与した場合は

①は省略することができる。

入札公告時に

「ICT活用工事（河川浚渫）」に設定

※ 浚渫数量1,000㎥以上

【 受 注 者 希 望 型 】

《①～⑤を全面または複数活用
した場合》

（１）工事成績で加点評価する
（２）必要経費は設計変更で計上

《受注者から希望が無かった場合》

（１）工事成績の加点対象としない
（２）費用は計上しない

《①～⑤のうち一段階のみ活用
した場合》

（１）工事成績の加点対象としない
（２）ICT活用部分のみ設計変更で計上

※ 浚渫数量1,000㎥未満等、ICT活用工事に設定されていなくても施工可（受注者希望型に準じる）。

対象工種：浚渫工（バックホウ浚渫船）
適用対象外：従来施工において、土木工事施工管理基準（出来形管理基準及び規格値）を適用しない工事
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（５）ＩＣＴ活用工事（法面工） 

 

 

（６）ＩＣＴ活用工事（舗装工（修繕工）） 

 

 

適用工事 ： 法面工（対象工種）を含む「土木工事」

「ICT活用工事」

建設生産プロセスの各段階において

ICT施工技術を活用する工事

① ３次元起工測量

② ３次元設計データ作成

③ 該当なし

④ ３次元出来形管理等の施工管理

⑤ ３次元データの納品

※３次元測量データを貸与した場合は

①は省略することができる。

入札公告時に

「ICT活用工事（法面工）」に設定

※ 施工量に関係なく、法面工がある工事

【 受 注 者 希 望 型 】

《①～⑤を全面または複数活用
した場合》

（１）工事成績で加点評価する
（２）必要経費は設計変更で計上

《①～⑤のうち一段階のみ活用
した場合》

（１）工事成績の加点対象としない
（２）ICT活用部分のみ設計変更で計上

※ 法面工以外のICT活用工事においても契約後に施工可。
※ ICT活用工事に設定されていなくても施工可（受注者希望型に準じる）。

対象工種：植生工、吹付工、吹付法枠工
適用対象外：従来施工において、土木工事施工管理基準（出来形管理基準及び規格値）を適用しない工事

《受注者から希望が無かった場合》

（１）工事成績の加点対象としない
（２）費用は計上しない

適用工事 ：舗装工（修繕工）（対象工種）を含む「土木工事」

「ICT活用工事」

建設生産プロセスの各段階において

ICT施工技術を活用する工事

① ３次元起工測量

② ３次元設計データ作成

③ ICT建機による施工

④ ３次元出来形管理等の施工管理

⑤ ３次元データの納品

※３次元測量データを貸与した場合は

①は省略することができる。

入札公告時に

「 ICT活用工事（舗装修繕工）」に設定

※ 施工量に関係なく、舗装修繕工がある

工事

【 受 注 者 希 望 型 】

《①～⑤を全面または複数活用
した場合》

（１）工事成績で加点評価する
（２）必要経費は設計変更で計上

《①～⑤のうち一段階のみ活用
した場合》

（１）工事成績の加点対象としない
（２）ICT活用部分のみ設計変更で計上

※ 舗装工（修繕工）以外のICT活用工事においても契約後に施工可。
※ ICT活用工事に設定されていなくても施工可（受注者希望型に準じる）。

《受注者から希望が無かった場合》

（１）工事成績の加点対象としない
（２）費用は計上しない

対象工種：切削オーバーレイ工
適用対象外：従来施工において、舗装工の土木工事施工管理基準（出来形管理基準及び規格値）を適用しない工事

平均切削深さが12ｃｍを超えるもの、また特種結合材（エポキシ樹脂）及び特殊骨材（エメリー）
を含むアスファルト舗装路面の切削作業
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４ 類型 

（１）発注者指定型 

   発注者の指定によりＩＣＴ活用工事を実施する工事 

 

（２）受注者希望型 

受注者からの希望により、受発注者間で協議のうえＩＣＴ活用工事を実施する工事 

 

［発注者指定型における留意点（③の実施が可能な環境の判定）］ 
 

上記３．のフローに従い、発注者指定型とする際には、ＧＮＳＳの受信環

境により、ＩＣＴ建機による施工が困難な場合があるので留意する。 

このため、詳細設計時に検討を行うほか、土木技術支援・人材育成センタ

ー技術支援課へ調査方法等について相談し、事前に確認すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【受注者希望型を選択】      【発注者指定型を選択】  

 

ＧＮＳＳの受信環境（イメージ） 

 

 

５ 各段階における技術管理課への報告 

  設計者及び監督員は、ＩＣＴ活用工事を発注及び実施する場合、次の各段階で総務部 

技術管理課へ報告すること。 

 

（１）工事発注時等 

発注者指定型でＩＣＴ活用工事を発注する場合は、工事概要等を報告すること。 

 また、発注者指定型案件、又は受注者指定型で受注者から希望があり、発注者との協

［ 受信環境が悪い現場 ： × ］ ［ 受信環境が良い現場 ： ○ ］
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議が整った案件については、施工計画書の写しを提出すること。 

 

（２）しゅん功時 

下記、１）、２）について技術管理課へ送付すること。 

 １）電子成果品 

ＩＣＴ活用工事の完成図書として作成された電子成果品は、ＩＣＴ関連事項

以外の部分も含めて送付すること。 

 ２）ＩＣＴ活用工事における調査票 

    ＩＣＴ活用工事促進に向け、実施状況の把握及び効果検証のため、「ＩＣＴ活

用工事における調査票」（別紙 1）を作成し、送付すること。 
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６ ＩＣＴ活用工事の発注から工事完成までの手続き及び流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 スタート 

発注方式の選択 

発注者指定型 受注者希望型 

標準積算 ＩＣＴ活用積算 

施工計画書提出 

３Ｄ測量範囲の協議 
測量・成果簿取りまとめ 

３Ｄ設計データ作成、チェックシート作成 

設計図書の照査 
３Ｄ設計データに基づく数量算出 

施 工 

出来形管理図・出来形・出来高の提出 

３Ｄ設計 
図書等 
あり 

見積り 
提出 

３Ｄ設計 
図書等 
なし 

３Ｄ設計 
図書等 
あり 

３Ｄ設計 
図書等 
なし 

協議 

見積り 
提出 

工事変更検討会等の開催 ※ 各事務所の運用に寄るものとする。 

※ ３Ｄ設計図書等とは、２次元の図面を 
３次元に変換したもの。 

２－１ 発注方式 

３ 積算 

３ 積算 

← １－２① ３次元起工測量 

← １－２② ３次元設計データ作成 

← １－２③ ＩＣＴ建設機械による施工 

１－２④ ３次元出来形管理等の施工管理 

１－２⑤ ３次元データの納品 

← ４ 監督・施工管理・検査 

工事変更検討会等の開催 

契 約 変 更 

完 成 検 査 

← 
← 

← 

← 

← 

実施要領の項目 

※発注者指定型は、概要等を技術管理課へ 

報告 

※施工計画書の写しを総務部技術管理課へ 
報告 

工 事 発 注 

工 事 契 約 

１－１① 

１－１② 

１－１③ 

１－１④ 

１－１⑤ 
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７ 成績評定 

７‐１ 発注者指定型 

施工プロセス①～⑤の全ての段階でＩＣＴ活用を行い、適切に完了した場合、

工事成績評定項目別評定表（技術力の発揮）「その他」において、２点加点評価

する。 

また、チェック項目の具体的事由等には、「全ての段階でＩＣＴ活用したこ

と。」と記載すること。 

なお、受注者の責によりＩＣＴ活用施工（１－１①～⑤の全て）が実施されな

い場合は、契約違反として工事成績評定から措置の内容に応じて減点する。 

 

７‐２ 受注者希望型 

施工プロセス①～⑤のＩＣＴ活用を行った場合、工事成績評定項目別評定表

（技術力の発揮）「その他」において、下記（１）～（３）のとおり評価する。 

なお、ＩＣＴを活用しなかった場合も、契約違反とはならないため、工事成績

評定は減点しないものとする。 

（１）全ての段階でＩＣＴ活用を行った場合 

施工プロセス①～⑤の全ての段階でＩＣＴ活用を行い、適切に完了した場合、工

事成績評定項目別評定表（技術力の発揮）「その他」において、２点加点評価す

る。 

また、チェック項目の具体的事由等には、「全ての段階でＩＣＴ活用したこと。」

と記載すること。 

 

 （２）何れかの段階でＩＣＴ活用を複数行った場合 

施工プロセス①～⑤の何れかの段階でＩＣＴ活用を複数行った場合、工事成績評

定項目別評定表（技術力の発揮）「その他」において、１点加点評価する。 

また、チェック項目の具体的事由等には、１－１①～⑤のどの段階で複数活用さ

れているか、わかるように記載すること。 

 

［記載例］ 

「ＩＣＴ建設機械による施工」、「３次元出来形管理等の施工管理」、「３次元データ

の納品」の３段階でＩＣＴ活用したこと。※ 

※工事内容により記載する内容を変更する。 

 

（３）一段階のみでＩＣＴを活用した場合 

工事成績の加点対象としない。 
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８ ＩＣＴ活用工事に関する基準について 

この要領に記載のない項目については、下記要領等（国土交通省）により行うものと

する。 

 

表１ ＩＣＴ活用工事に関する基準（共通） 

段階 名称 

全般 ＩＣＴの全面的な活用の推進に関する実施方針 

施工 

土木工事施工管理基準（案）（出来形管理基準及び規格値） 

土木工事数量算出要領（案） 

土木工事共通仕様書 施工管理関係書類（帳票：出来形合否判定総括表） 

検査 
地方整備局土木工事検査技術基準（案） 

既済部分検査技術基準（案） 

 

表２ ＩＣＴ活用工事に関する基準（土工） 

段階 名称 

全般 ＩＣＴ活用工事（土工）実施要領 

施工 

３次元計測技術を用いた出来形管理要領（案）土工編 

３次元計測技術を用いた出来形管理要領（案）河川浚渫工編 ※１ 

ＴＳ・ＧＮＳＳを用いた盛土の締固め管理要領 

検査 

空中写真測量（無人航空機）を用いた出来形管理の監督・検査要領（土工

編）（案） 

地上型レーザースキャナーを用いた出来形管理の監督・検査要領（土工

編）（案） 

ＴＳ等光波方式を用いた出来形管理の監督・検査要領（土工編）（案） 

ＴＳ（ノンプリ）を用いた出来形管理の監督・検査要領（土工編）（案） 

ＲＴＫ－ＧＮＳＳを用いた出来形管理の監督・検査要領（土工編）（案） 

無人航空機搭載型レーザースキャナーを用いた出来形管理の監督・検査要

領（土工編）（案） 

地上型移動体搭載型レーザースキャナーを用いた出来形管理の監督・検査

要領（土工編）（案） 

施工履歴データを用いた出来形管理の監督・検査要領（土工編）（案） 

音響測深機器を用いた出来形管理の監督・検査要領（河川浚渫編）（案） 

※１ 

施工履歴データを用いた出来形管理の監督・検査要領（河川浚渫編）

（案）※１ 
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ＴＳ・ＧＮＳＳを用いた盛土の締固め管理の監督・検査要領 

※１ 河床等掘削において、「音響測深機器を用いた出来形管理」又は、施工履歴データ

を用いた出来形管理を行う場合に使用する。 

 

表３ ＩＣＴ活用工事に関する基準（舗装工） 

段階 名称 

全般 ＩＣＴ活用工事（舗装工）実施要領 

施工 ３次元計測技術を用いた出来形管理要領（案）舗装工編 

検査 

地上型レーザースキャナーを用いた出来形管理の監督・検査要領（舗装工事

編）（案） 

ＴＳ等光波方式を用いた出来形管理の監督・検査要領（舗装工事編）（案） 

ＴＳ（ノンプリ）を用いた出来形管理の監督・検査要領（舗装工事編）

（案） 

地上型移動体搭載型レーザースキャナーを用いた出来形管理の監督・検査要

領（舗装工事編）（案） 

 

表４ ＩＣＴ活用工事に関する基準（河川浚渫） 

段階 名称 

全般 ＩＣＴ活用工事（河川浚渫）実施要領 

施工 ３次元計測技術を用いた出来形管理要領（案）河川浚渫工編 

検査 

音響測深機器を用いた出来形管理の監督・検査要領（河川浚渫工事編）

（案） 

施工履歴データを用いた出来形管理の監督・検査要領（河川浚渫工事編）

（案） 

 

表５ ＩＣＴ活用工事に関する基準（地盤改良工） 

段階 名称 

全般 ＩＣＴ活用工事（地盤改良工）実施要領 

施工 

３次元計測技術を用いた出来形管理要領（案）土工編 

３次元計測技術を用いた出来形管理要領（案）表層安定処理等・固化工（中

層混合処理）編 

３次元計測技術を用いた出来形管理要領（案）固結工（スラリー撹拌工）編 

検査 

空中写真測量（無人航空機）を用いた出来形管理の監督・検査要領（土工

編）（案） 

地上型レーザースキャナーを用いた出来形管理の監督・検査要領（案） 



12 

ＴＳ等光波方式を用いた出来形管理の監督・検査要領（土工編）（案） 

ＴＳ（ノンプリズム方式）を用いた出来形管理の監督・検査要領（案） 

ＲＴＫ－ＧＮＳＳを用いた出来形管理の監督・検査要領（土工編）（案） 

無人航空機搭載型レーザースキャナーを用いた出来形管理の監督・検査要領

（土工編）（案） 

地上型移動体搭載型レーザースキャナーを用いた出来形管理の監督・検査要

領（土工編）（案） 

施工履歴データを用いた出来形管理の監督・検査要領（表層安定処理等・中

層地盤改良工事編）（案） 

施工履歴データを用いた出来形管理の監督・検査要領（固結工（スラリー攪

拌工）編）（案） 

 

表６ ＩＣＴ活用工事に関する基準（作業土工） 

段階 名称 

全般 ＩＣＴ活用工事（作業土工（床掘））実施要領 

施工 ＩＣＴ活用工事（土工）に準じる 

検査 ＩＣＴ活用工事（土工）に準じる 

 

表７ ＩＣＴ活用工事に関する基準（法面工） 

段階 名称 

全般 ＩＣＴ活用工事（法面工）実施要領 

施工 
３次元計測技術を用いた出来形管理要領（案）土工編 

３次元計測技術を用いた出来形管理要領（案）法面工編 

検査 

３次元計測技術を用いた出来形管理の監督・検査要領（案） 

空中写真測量（無人航空機）を用いた出来形管理の監督・検査要領（土工

編）（案） 

地上型レーザースキャナーを用いた出来形管理の監督・検査要領（土工編）

（案） 

ＴＳ等光波方式を用いた出来形管理の監督・検査要領（土工編）（案） 

ＴＳ（ノンプリ）を用いた出来形管理の監督・検査要領（土工編）（案） 

ＲＴＫ－ＧＮＳＳを用いた出来形管理の監督・検査要領（土工編）（案） 

無人航空機搭載型レーザースキャナーを用いた出来形管理の監督・検査要領

（土工編）（案） 

地上型移動体搭載型レーザースキャナーを用いた出来形管理の監督・検査要

領（土工編）（案） 
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表８ ＩＣＴ活用工事に関する基準（付帯構造物設置工） 

段階 名称 

全般 ＩＣＴ活用工事（付帯構造物設置工）実施要領 

施工 

３次元計測技術を用いた出来形管理要領（案）土工編 

３次元計測技術を用いた出来形管理要領（案）護岸工編 

３次元計測技術を用いた出来形管理要領（案）舗装工編 

検査 

３次元計測技術を用いた出来形管理の監督・検査要領（案） 

空中写真測量（無人航空機）を用いた出来形管理の監督・検査要領（土工

編）（案） 

地上型レーザースキャナーを用いた出来形管理の監督・検査要領（土工編）

（案） 

ＴＳ等光波方式を用いた出来形管理の監督・検査要領（土工編）（案） 

ＴＳ（ノンプリ）を用いた出来形管理の監督・検査要領（土工編）（案） 

ＲＴＫ－ＧＮＳＳを用いた出来形管理の監督・検査要領（土工編）（案） 

ＴＳ等光波方式を用いた出来形管理の監督・検査要領（護岸工事編）（案） 

ＴＳ等光波方式を用いた出来形管理の監督・検査要領（舗装工事編）（案） 

 

表９ ＩＣＴ活用工事に関する基準（舗装工（修繕工）） 

段階 名称 

全般 ＩＣＴ活用工事（舗装工（修繕工））実施要領（案） 

施工 ３次元計測技術を用いた出来形管理要領（案）路面切削工編 

検査 

地上型レーザースキャナーを用いた出来形管理の監督・検査要領（舗装工事

編） 

ＴＳ（ノンプリ）を用いた出来形管理の監督・検査要領（舗装工事編） 

地上型移動体搭載型レーザースキャナーを用いた出来形管理の監督・検査要

領（舗装工事編） 

施工履歴データを用いた出来形管理の監督・検査要領（路面切削工編）

（案） 

 


